予算要求資料
平成２６年度３月補正予算　

支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　新　図書館関係事業付帯託児充実事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　教育委員会　社会教育文化課　家庭・地域教育係　電話番号：058-272-1111（内3574）

　　　　　　　E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp 

１　補正要求額  　50千円（現計予算額：  0千円、補正後予算額：50千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	50
	0
	0
	0
	0
	50
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　岐阜県図書館において、乳幼児を連れた利用者へのサービス向上を図るため、教育委員会が行う家庭教育や子育て支援を目的に受け入れた寄附金を活

用し、託児に必要な幼児本（絵本、図鑑）や紙芝居等を購入します。

（２）事業内容

　　　寄附者の意志を尊重し、子どもが楽しく過ごすことができることにより、

乳幼児を連れた利用者が利用しやすい環境を整備するため、幼児本（絵本、

図鑑）、紙芝居を購入。

　　

＜寄附者＞

岐阜県モラロジー協議会女性クラブ
　会　長　孝森千代子
　会員数　約２５０人
　所在地　岐阜市柳津町

　概　要　

　　　　子育て、青少年教育、福祉などを取り巻く社会問題に目を向け、地域社会に貢献できる女性の育成を目的に設立。

主に、若い世代の家族を対象としたセミナーの開催、社会貢献活動の資

金を得るためのチャリティーバザー等を実施している。
＜過去の実績＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	年
	配置先
	購入物件
	金額
	年
	配置先
	購入物件
	金額

	15
	飛騨教育事務所
	絵本、おもちゃ
	50
	22
	岐阜県図書館
	大型絵本
	50

	16
	岐阜教育事務所他
	絵本、おもちゃ
	200
	23
	岐阜県図書館
	大型絵本
	50

	17
	岐阜県図書館
	ベビーカー
	50
	24
	岐阜県図書館
	図鑑
	50

	18
	岐阜県図書館
	ｶｰﾄ、おもちゃ
	50
	25
	岐阜県図書館
	幼児本、紙芝居
	50

	21
	岐阜県図書館
	幼児本、紙芝居
	50
	26
	岐阜県図書館
	幼児本、紙芝居
	50


（３）県負担・補助率の考え方

　　　寄附金　
（４）類似事業の有無
　　　有（女性や子どものための図書購入事業費）
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	備品購入費
	50
	岐阜県図書館託児用備品購入費

	合計
	50
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県教育ビジョン　
２－１　心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上

・読書活動の推進
（２）後年度の財政負担
　　　寄附により託児に役立つ備品を購入するものであり、県の財政負担はない。
（３）事業主体及びその妥当性
　　　岐阜県（寄附の目的が岐阜県図書館の備品購入であるため）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　子育て中の母親をはじめ、障がい者や高齢者など、様々な人たちが安心して利用しやすい図書館を目指します。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	貸出冊数
	30,349冊

(H5)
	873,156冊
(H23)
	788,513冊
(H24)
	722,275冊
(H25)
	750,000冊

(H27)
	96.3％

	
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　同団体からの寄附を受け、幼児向けの本、紙芝居を購入。
　なお、同団体からは、平成１４年度から１８年度まで、平成２１年度から２６年度まで継続して寄附をいただいており、絵本、図鑑、紙芝居などを購入し、託児に役立てている。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　利用者の要望を聞きながら購入物品を選定しており、特に乳幼児連れの母親から好評を得ている。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　寄附者の意志を尊重し乳幼児用の物品を購入するものであり、事業の実施が必要。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　特に、乳幼児連れの利用者が安心して図書館を利用することができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　寄附者の意志を尊重し、さらに利用者の要望を聞きながら購入物品を選定しており、特に乳幼児連れの利用者の利便性向上が図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　寄附者の誠意に応え、今後も継続した寄附が得られるよう、図書館の利便性向上と職員の資質向上を図る。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　今後も寄附者の意志を尊重し、利用者の要望を聞きながら託児の充実を図る。



